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えば、ラトナ氏作のスハシュラブージュ (SAHASHRBHUJ) は 40 個の雌型を原型から採ってい












型作り用(硬い方) 2㎏ 800g 50g
板状蝋用(柔らかい方) 2㎏ 400g 50g
● 蝋にはチュウーリ(果物の油)を入れて使い易くする。
● 松脂はサール(松の木)から採取。



































































































































































銅線 黄銅機械部品 銅 黄銅


























































































ニトリック・アシッド (NITRIC ACID) などの化学的酸の無かった昔は(水銀 +ブオジャー
ンコウ +ツパウン +炭 +塩)を混ぜたものを石の摺り鉢で良くすり使用する。この方法は質の
高い方法であった。
(注) ● ブオジャーンコウ (BAJANKHAU) : 水たばこを吸った後に残る水













水銀 4 : 金箔 1の割合で水銀を温めながら金箔を溶かしていく。次にその中にビールビンの
ガラスの粉をいれ、石の摺り鉢で金箔を細かく摺りつぶす。水でガラス粉を落とし、これを手




















POSTER COLLER (camel 15ml) CAMLINLIMITED ART MATERIAL













● 膠(ソレス) : 淡水魚の鱗の膠を用いる(悪臭が出ず、顔彩に適している)
*膠の使い方
1. 鱗の破片を煮出して漉したものを使う。
2. 簡易的に粉膠を電熱器で 15 分間温めて使う場合もある。煮すぎると粘りが出すぎ
て乾くと割れる。




3 cm～5 cm の大きさの顔の仏像なら 48～50 体を 2回塗れ、大きい顔の仏像なら 3～4体
を 2回塗れる。(トラはネパールの昔の単位である。4.5 トラ =約 52.2 g)
〈道具〉
● 筆 : ホンコン製で多少太いものを自分の使い易い太さに作り変える。1～2ヵ月位で駄目
になる。
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